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[1行革rI26年(1S'51) 8 JJ , :jJ{?íの一人fJr必が，北海道の樹病調査をh'った際， ;l立営琴似苗~ru，旭川蛍林嬰

近文古畑，弟子屈蛍~ÿl/?i}'i\子屈苗'k1Uおよびその他の多くの苗畑で，カラマツ描澄苗にー凡灰色紗病に陥似

した病慣が発生して大きな被J古を ..!.'j二えているのを在日察した。抗告は;番唾床に集団的に認められp 引業の大

部分に菌糸が多量にカ‘らみつき，その病徴は Botηtis cinerea PERS. による灰色仰病にきわめてよく似て

し、るが，鋭検および分隊実験の結果は Rhizoctonia l'aによるものであることが判明した(f)rij~g lS51) 。

r，.j]年 9 月刊lJ，山梨県叩府当林署竹内I'MfUおよびPILi三日野泰YÜ畑そのíl包におし、て， j番?電床のみならず，

jぷ替床にも大面白にわたって向ーの!病告が発生し，はなはだしい被告を及ぼしているのを 11撃し，分i様を

試みた結決やはり多註の Rhizoclonia lliiを検出した。

[1日柄128 年(1953) 9 JJ ドわ]，ミぎ才?の-Ak:11谷;工知子県において，ついて、昭和29年(1954) 9 月中・下

1，1Hこは伊藤が?2;城， fid品，山形および秋問乃各県に木:rvlを広く見:ll し，被告も少なくなく，一例をあげれ

ば日成県玉造郡川波県蛍荷幽においては矯縄床 1.2 Ìlaのだ、~7C%に卒、病が発生して大きな損害を与えている

ことを知った。

このように若者らが実地調査した範町村で七，本がJ;主北海iI191;T北地方および山梨県に凡Hi されてし、る

ので、為るがp これらのほ均、にも J;そらく氏く分布するものと忠わ，}L，モの役~I!-i:脱皮カ t らみていまやカラマ

ツ J)JfC\長!íjr，~[のーに数えなければならなL 、 Q

;;1 史砂j羽n'iJの立 1'ti病菌とし C最も軍基えーなもののーである Rhizoctollia solam KﾜUN は，発芥して間も

なし、幼若な子刊を{止すことはよく知ら!l，ており，またァ降雨が長くが'~\.、た後などでは，ヵたり生長して水

化した和苗のjilJE'ùこ5!iい針葉が R. s01<1れによっていされ，士粒とともにその凶糸によって磁われてし、

ることはまれだはないが(伊ír;g 1949λ このように苛の上端1こ近レ部分まで催 ljjj し・また以降~üの場合

のように地 L数 111置の k郊にまで Rltizoclonia [請が在処する事実は.少なくとも針葉樹のlらo ri'- ì'こは L 、まだ

著者らの知らないことであった。それで，この病原菌は普通の立枯病をおこす R. solani と具なる性質を

もつものなのかどうか，また，さきに著者ら(伊保・紺谷 lS52) によって報告されたマメ科樹木のくも

の巣病菌 Corticium 叩:gum B. et C. と同一菌なのかどうか，さらにまた，これと類似の菌で C. Sasakii 

(SUlRAI) MAT叩M01'O (Syn. Hypochnus Sasakii SIHRAI) と L 、う名で長い間よばれてきたイネの紋枯

病菌(グスの大粒自主部丙菌〉と比較して差が認められるかどうか，などの諸点を明らかにすることを主目

的として若干の実験を行った。

(1) 釜淵分場長・良学博士 (2) 京都玄場保護研究室長 (3) 東京農工大学長学高
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この報文Ij、タヨーと L てオ;，JI'j)l，j)ü(ì'，・1の '1'1 引を訓iべ t.:.tた店主主li引をj~べたもので， JIﾎj Fi日:ーi' r':J研究や的態生JJH守'

l'j'~研究の分野は今後の liU{.f.lとして残されている。 なお，この安J~会の一宮1\\1すて、に予刊i しである(イ)fJi蕊・出Il

才子・ !Ji燦 1954) 。

本研究を実施するにあたり終始懇切な自』指導と以励を賜わった保諮部長今回六 01.氏，イネ紋枯病凶の

培養を恵与された沼、fljf，九州大学農学部教主主吉井甫同士および実験にあたり柿『々の点て、助力をいただいた

北海道支場小野誌技官，同日、住IE技lÚ'_' 山梨県林業試)i会1呪保反義行技師I~ 秋山支1易{左雌邦彦技J~~~・，保護部

制病研究室長小1赤字夫技りおよび宏、沼試i険地に深甚の謝古:を表する。

病徴および標徴

赤毛F発0~後，立枯病のî;lJi出を LI だつほどうけずにl順調に斡生した首が， Jit:夏 (7 JJ下旬〕以降に大小の

Oi状に五色枯死する。はじめ地面に近い針葉が位され，くもの栄状の筒糸がきわめて顕著にからまりっ

き， ;!\~は灰色に変じ，後に寅褐色，時には芳、褐色になって枯死し，播種床のwでは枯死部は頂端まで及び

はなはだ政烈な病状を呈する (Plate 1, A-D)。床替首では地上数十拠の日さまで菌糸が上昇して針葉

を侵すが，苗が枯死することは少ない。病徴および標徴は灰色紗病 (Botrytis cinerea PERR.) に臨似

し，肉眼観察ではこれと区別が悶難なことがある。被告は首が空自生している場合，通風不良な苗畑，ゐる

いは降雨がつづいた後，急に気視が上昇した場合などに特に顕著に現われる。

病原菌の分離および供試菌

1.分離

Rhizoctonia r1tfを病組織力ら分i議する場合に，常法 (80%アノレコ F ノレー0.1%丹宋液一殺菌!.Kー培養基〉

によるときは前糸が処理中に死滅して分跳ができないことがある。これは的組織が7'.1f\， 、場合に特にしばし

ば経験される。それで著者らは次のプJ誌によって病原菌 Rhlzocfonia の分i!Jllを試み，容易にまた確実に

これをえることができた。

Petri llIlに 2%ブドウ糖寒天を流しこんで周平にし・火焔殺菌したガラス・リジグ〔内径 llmm，高

さ 5mrn) を周平培益基の上に7(ft-í1:èする。ヲド天が冷却凝固した後，病主i喋の-11- (長さ約15 rnrn) をガラ

ス・リ ν グの l二にのせて，そのまま 25 0 C 定1friM~;:に搬入する。なお，問機しようとする材糾が-jJラス・リ

ν グの上で安定しない場合には，少設のワゼリシをガラス・リシグに捻ると材料はlTVJかなくて都合がよ

し、。このようにしておくと，やがてj丙組織から凶糸がfJj I長下降してきてお百店内面に抜7E し匂ここカら閣議

が形成される。培益基上のu:Î議カ ι ら殺ïlH:':1金忠良でllif糸の小犯を試験;ぽ [1~の培養ILに移地して容易に培益を

えることカ:できる。

2. 供試萄

上の方法によってカラマツくもの巣病憶病苗から分離した 2 菌駄と，これらと比較するためにカラマツ

首に塑的な倒伏塑立枯病をおこす菌株(伊ぷ・紺谷 1951-a, -b, 1952) , マメ科樹木くもの巣病菌

(伊藤・紺谷区52) およびイネ紋枯病菌(伊藤・紺谷 1952) の 5 菌紘一を本実験に使j:1] した。 これら各

首粉、の記録をTable 1 に示す。
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Table 1. {!七 試 llij 

Fun日 i 1I8"d in the exp己rÌn1en"L.. S.

T ..., 'L I Date of I T_.'_.._ 
Fu九:1'ur時m | 日ωt l Lo ca l ity | . Od l t . 1 Ih加s叩ola計山1北巾t旬Oぽr_w 1 ，".ReI加巴引印I口ITI3悦1花1a日\rkf 

名 izf 主 1 採築地 !~7~~1!L~~ 1 分 i説者 1 {I的 考I rlJ .:::r. I :vl' 7!~ ....tl~ 分隊年月日 1 j ,J F11t ..-r.i I 

T ,,,..:.. Teshikaga, T~~ V. 1ElaizoctmfGH|LGmlHoltkaγOct. 15 '511 ~.!O & I 'vyeh, -b~ほht
|カラマツ|北海道穿;よ問| KOXIANI| くもの栄病

T ~..:_ 1 Fuji-Yoshida, 1 T'n~ O. 

R肋h帥伽山白町ωMω仰fω伽0仰側仰nIαa-Y 7)カ 5γγar勺J三こ ~ I ;~山ぷ立mT;位主詩普払」 J Jふ匂Se句e句pt. 1吋 i鼠♂芯以Ndふム2ιN川T I て?円門e究τ:t:1弓:匁 病

肋肋ω山ω匂凶即凶凶山ocω仰ct仰伽tω伽O側n仰伽…ωわ5ωω0
1 N / 1 -'K >J" 1=1 ,,\, 1 1 C 倒 i伏jえt 雪割ü

Robinia 1もeudo. I I I I 

。caαa. v. umbra-1 Meguro, Tokyo 1 1 11'0 & 1 Web-blight 2) 
Corticium vagum iculゲ"era 1 Aug. 12' 501 1 

茨国トグナシニセ|東京，目黒 I KONTAl'T I くもの巣病
アカ γァ I 

c白;沿'ortω仰 S臼dωsaωZ
1 n"", n rnf:"n Fukuoka, 1 

i イ ネ|は1九L ~少州州此、'1'叫ι卜H凡、t七|し，福岡 17../V |紋枯 病
Notes: 1) 伊jぼ・紺谷(1S51- a ，-b) の LK-10， {)十点. ~ll谷(1S52) 参照

♀〉 οfJJ袈・赤It谷(1952) の Corticium sp. CRobinia , Tokyo) 

3) 九州大学植物病理学教室から分議されたもので，伊雌・初谷(1S52) の Corticiam Sasak� 

COryza, Fukuoka). 

培養上の性質

1. 菌援の特徴

供試 5 菌株を馬鈴望号:;~~天 1)に培養して比較をわーっt.::.o 25 0 C, 1Gf1後の前設の特徴は Table 2 に，また，

240 C, 18時間後および42時間後の各m粉、の箇議直径は Table 3 にそれぞれ拘げる (Plat巴 2， A~E)。

Table 2. ，[r.~鈴事実天上における国主主乃特徴

Macroscopic appearances of th色 fungi on agar-medium. 

lHost l Locality i Macroscopic app悶ances
凶 名|宿 主|採築地| of the ∞lony 1) I r.fT .T'. l::YY"; ?i~ rll! I 関設の特徴

Lα~i~ 1...., ¥ 日01ねido I 商議(主 Seashell Pink，菌糸塊が形成され，その
(Web.blight) 1 uv~"a'uu 色はSeashell Pink-Chestnut-Brown，的反は

Rhizoctoniα-H 

一 ずし:のお) I ~じ海道 l~禁法忠弘122安~大豆大， Avellaneous 

RhizoctOi山一Y 1 n.." Ditto. ,, 1 .， Y日加ma
I (同 一上tとυ:) I 山 梨 l川jコめてj近丘似3 央気河lは工上よりも強烈。

R. 50lα nz 

C. vagum 

C_ Sasakii 

l LGm l 恥中断中や援色で…ous
(Dampin_s-off) '1、okyo 1 Buff~Hazel，閣議 kに同，心的に菌該がJ診凶さ
カラマツ|東 京|れ，その色は Tilleul-Buff-Pale Ochraceous-
(立枯病) 1 1 BufÏ。不快なカピ臭を発す。
Robinia 

(Web-blight) 1 Tokyo 菌叢は Light Ochraceous Buff，菌核は島娯状
に形成され，その色は Cinnamon-Buffo カピ

京 1 臭を発す。
字国トゲナシニ
セアカシ7

(くもの業病〕
東

! οp:yzrz Fukuoka lLJ 叩gum ときわゐて近似であるがp 菌叢の中
i (Sheath spot) L ~n~v.，a 夫部i土壌色でやや激密となり BOl1己 Brown 菌

i 日 間|桜は粟粒大~小豆大. Mars Brown。キノコの
(紋枯病). 1 借 問|ような芳香を放っ。

Note : RIDGWAY, R. (1S12). Color standard and nomenclaiure. 

1) 馬鈴薯 200_s，蒸潔水 ll， I*縮 20g，寒天 20g
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Table 3. .H:j鈴議採天上の凶2慢の直筏 (240C)

Mycelial g1'owth of the fu司gi 0司 potato aga1' at 240C. 

Fun品，US

凶名

Diamete1' of mycelial colony (mm) 
凶設店径

Afte1' 18 h1'8. Afte1' 42 h1'8. 
18 時間後 42 時間後

Expe1'iment-l. 

Rhizoctonia-H 

Rhizocfonia-Y I 

R. solani 

C. vagum 

C Sasal琩 

3.1 87十

0

9

4

5

 

q
J
1
A
q

ノ

n
t
J

十

1
4
q
J
7
t
 

8

4

8

 
87 

Expe1'iment-2. 

Rhizocfonia-H 

Rhizocfonia-Y 

R. solani 

C. vagum 

C. Sasakii 

0

4

9

8

4

 

q
J
η
4
1
A

つ
h
n

コ

81 

83 

50 

87 

87十

Note : Petri lill5 個の平均直径

Table82-3 から明らかなように，カラマツ苗くもの栄病菌はマメ科樹木くもの巣病菌，イネ紋枯病碕

およびカラマツ ï'ö立枯病沼と，立i設の特徴tむきわめてよく似ており， ~;J'にI下j二者とは酷似する。ややJil:j

著な差をあげるならば，カラマヲ苗くもの業病留はマメ科樹木くもの巣病菌およびイネ紋枯病碕と同様

に9 立枯病菌よりも菌糸の発育が速やかであることが J~ につき，また， l'tf設から発する臭気はイネ紋枯病

閣はキノコのような芳替を発するのに対して，カラマツ苗くもの染病凶は他の病株と等しく不快なÍ'Ï~具を

放つことである。

2. 菌糸の発育と温度との関係

Pet1'i nrr法により馬鈴薯寒天およひ C~A I'EK 氏寒天1) をúHJl して，各自.株の白糸の発育と j民民の凶係

をしらベた。その結以を Table 4 にかカ}げる。ただし，各凶，各温[lt，各Jl lJとも，凶議直径は 5 í凶の平均

を示す。

Table 4 をみると，カラマツ首くもの梨病凶 R1z i初cl01l ia--H , Rhizoclonia-Y はともに 5 0_35 0C で

発育し， 25 0_280C を長適温度とする。これはマメ科樹木くもの巣病菌 C. 問gum およびカラマツ苗立

11~f雨前 R. solani とその傾向を等しくする。これに対してイネ紋紡病1.i'l C. Sasahli は 10 0C 以上から

発育し， 25 0_28 0C を最適温度と Fるが， 300C および 35 0C では他の 4liiff\長よりも発育が長好で，すな

わち， i也の菌に比べて幾分高温度の万に発育がずれている点が兵なる (PJate8 3-4)。

3. 菌糸の努育と水素イオン濃度との関係

Petri 血を使用し，馬鈴薯寒天を HCl および NaOH で pH を規Eして，菌糸の発育におよ lます;)，素

イォ ν濃度の桜響を実験した。各lあ径 pH，各回とも Petri j目 5 個ずつを用"'-， i温度は 27 0C とした。

30時間後の実験結果を示せば 1、abl己85-6 のとおりである。

1) 蒸溜水 11, MgS04 ・ 7H_O O.5g, f玉三HPOj 1 g, K('1 O. 5g, Na~03 2g, 1'*縮 30g ， FeSO, 

O.Olg，寒天 20g・
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Table 4. 凶糸の発育に及ほす温度の影符

Effects of temperatllre llpon the myceIiaI growth of the fll叫Î.

R. solani 
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凶 名

Fllnglls 

Rhizocfo削a-H

Rhizuctonia-Y 

R. solani 

c. vagum 

C. Sasakii 

Rhizocfoηia-H 

Rhizocfonia-Y 

C. vagurn 

Tables 5-6 カ、ら山らカなように，水素イオシ濃度は白糸の発育に大きな影緋をおよぼすものではなく，

また，この関係;土各宙開に主が認められない。

4. 各菌問の菌糸の融合

絵本ら(1932)，中国. fnJ村(1939) が紋中旬J~直]:1;よび近似の立rlJ'iの兵問を生[1るー拠点として手1 1 11] し，ま

た著者ら (1Jf;j奈・赤IJ谷 1952) がマメ科樹木くもの染病tfj とその近除菌の区}]!J点のーとして実施したタ各

萄聞のI苛糸融合の有無をこれらの場合にもまた，ジ;の方診によって実験した。

すなわち， Petri Jm内に殺菌したスライド・グラスを入れ・この上に 2%ブドウ糖寒天の薄居を作り 9

これに菌糸の融合を検査しようとする 2 個の菌糸を近接して移植し 25 0C に保つ。 12-24 時間後.両者一

の菌糸が発育伸長して互に主主触した時，スライド・グラスを取り出してjJ;j菌糸の接触点を1lÍi鏡したG 反覆

4 !H lの実験結果を示せば Table 7 の主おりである。

Table 7 から明らカ hなように，カラマツ苗くもの巣病菌 Rhizocfonia-H と Rhizocfonia-Y とは融

合(不完全融合〕し，またこれらと亥国トゲナシニセアカシアくもの巣病菌およびイネ紋枯病菌相互の間
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Table 5. 凶糸の発育に及ばすI.K系イ;;! :/i1E![Q:の影 ~f){t-l

I' ffects of H-ion concentration upon the mycelial growth-l, 

(27 oC, after 30 hrs.) 

Fungus 

Diameter of mycelial colony (111m) 
首'1 'i'r� !t1r 径

Rhizocfonia-H 土 87 

Rhizocfonia-Y 9 81 

R. solani 土 45 

C vagum ゴ二 8., 
C. Sasakii 22 79 

H-ion concentration (pH) 
i.K ;長イオシ惚 B:.t

6.-1 I �. .f 8. 2 I 

87十 I 87十

間名
3.o 5.2 

87十

51 

87+ 

87十

87+ 

87寸-

87十

42 

87十

87十

7
t

勺
，
・

0
6

丈
ノ

1
i

o
o
o
o
n
J
0
0
0
0
 

87十

87十

46 

87十

87十

42 

87十

87十

Note : 87十…larger than 87 mm  in diameter (87 mm  以ヒ).

Table 6. 菌糸の発育に及ぼす水素イォ ν渡良zの影響ー2

Effects of H-ion concentration upon the mycelial growth-2. 

(27 oC, after 30 hrs.) 

Diameter of mycelial colony (mm) 
w 議直径
H-ion concentration (pH) 
水素イォ ν 限度

三;五]つ;己「よ6 7o I 7.4 

46 66 82 80 81 

42 85 87十 87十 87十

28 51 55 53 50 

Fungus 

図名

Rhizoclonia-H 

Rhizoctonia-Y 

R. solani 

C. vagum 

C. Sasakii 41 81 87 87十 8., 

Table 7. 各国間の凶糸融合

Hyphal fllsion in various combinations of the fungi. 

f士竺?L|己f竺f竺竺川T空空竺恒竺り-Hり里ペ|片!竺竺ctアto竺竺:り| 竺竺ιlどγ
Rhi.必zoclωomμ'aαJト-H 什 1 十 1 一|土|土

Rhiz，仰nia-Y 朴-土 1 土
R. solani ++ 
c.~_ ++ 
c Sa叫i 1 1 朴

Notes: ++・H ・ ..Perfect fusioCl (完全融合)_， 十H ・ H ・ imperfect fllsion (不完全融合〉

土・…..contact fllsi .J!l (後触融合)， -… '110 fllsio'l (融合せず〕

にも融合(接触融合〉がi認められる。しかしタカラマツ苗立枯病ïá1，主他。どの留とも融合せず，また，イネ

紋桔病菌と英国トグナシユセアカシアの菌との間には菌糸の融合はおこらなかった。
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菌糸の発育におよぼす殺菌剤の影響

1. ボルドウ合剤

あらかじめ調製した 5 斗式ボノレドウ合斉1Jを殺目的済みの馬鈴薯匁天に力11:とて.それぞれ 3% (然天培養尽

に含まれる 5 斗式ボノレドウ合行1Jの百分率で，ボルドウ合jl1Jの法度としてはれ0.015%になる O 以下同じ)，

5 % (0.025%), 10% (0.05%λ15% (C.ι75%) および 2C% (0.1 %)を含有させ， Petri IDlに流しこ

んで属平としたη これに各首々叢の小片を移純し 25 0C に保ち， 3 円後に商業の直径を測定した。各商，

各濃度とも 5 i~;lずつ Petri IDlを使lÞlし， Table 8 にはその平均をあげてある。

Fungus 

Tat'le 8. [j'光、の笑?警に及(，rすがノレドウ合mの批評

Fffects of Bordeaux mixture concentration tlpon the mycelial 

growth. (After 3 days, at 250C) 

Diameter of myceli;;.l colony (mm) 
立1 議直径

Concentration 曻 EordeallX mixttl冾 (1ー 1-25)

名 | 一一「ボゲソ合剤摂程一 (_5 ->:!こ試)I ! ?市
3 % 5 % lC% i5% 20% 

Ii� 

Rhizoclo托iαH

Rhizoctonia-Y 

R. solαni 

c. 叩'gl1m

c. Sasal稱 

87十

87十

87寸

87十

87十

87+ 

87十

87十

87十 87+ 87十 87十

87十 87十 87十 87十

67 65 62 69 

87 寸 87十 87十 87十

87十 87十 87十 87十

Tabl巴 8 からみられるように，本実験の濃度では，各悶とも，ボノレドウ合斉IJによって間糸の発育が阻害

されることは全くない。

2. 有機水銀剤(ウス 7.ノレシ〕

殺I符済み馬鈴薯:Æ天に。ウ λ プノレ ν を加えてそれそ、れ所定濃度 0.05% ， 0.03%) o. 心1% および 0.005

%とし， Petri IDlにiiij しこんで周平にい培養庄の中大部に各商のIil設の寸、片 (3mmつを移植，直ちに

立5 0C 定i温岩誌に搬入した。 5 日後に取りだして菌糸の発育の有無をしらベ，さらにイノキユラムを新たな

馬鈴薯徳天に移植してその生死を検した。 2 [íJiの実験結;t~を示せば Table S のとおりである。

Tabl巴 9 から明らかなように，ウスフ・ノレ ν濃度。.05% ， 0.03% および 0.01% を含む培養基とには，

いずれにおいても各菌とも菌糸は全く発育せず，また9 イノキユラムは致売されている。しかし， 0.005 

%のウスプールシを含む培養基ではp カラマヲ苗くもの巣病菌および茨国トゲナシユセアカ γアくもの巣病

菌は僅かながら発育するに反し，カラマツ苗立枯病菌とイネ紋枯病閣は全く発育が認められず，なお，イ

ノキユラムは子fì成していた。
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Table 9. "，'U糸の発育に及ぼすウスプノレ νの影響

Ef:fects of Uspulun concentration upon the mycelial growth. 

(After 5 days at 250C) 

Diameter of mycelial colony (mm) 

Fungus lftf :ií長 m tを
Concentration of Uspulun (%) 

1'1百名
ウスプノレ:/ (1111 )j芝 Control 

~，~ ~~， I """~実才 日行0.05 0.03 0 , 01 O. CC5 I ~" 

Expeτiment--l. 

Rhizocfonia--H - (ー〉 (-) 一(-) (ー〉 87ム

Rhizoctonia--Y - (-) (-) 一(-) (十〉 87ム

R. so/ani - (-) (-) ー(-) (一〉 87ム

C. vagum - (-) 一(ー〕 (-) 〔十〉 87ム

C. Sasakii (一〕 (-) (-) 一(ー〉 87ム

Experiment-2. 

RhÍ2octo仰 H -(-) -(-) I ー(ー) I 十(十) 87ム
Rhizoctonia -Y ー(ー) I - (ー) I ー(-) I 十(十) 87ム

R. solani - (-) - (ー) I -(-) I -(-) I 87ム

C. vagum - (-) -(-)ー(-) I 寸(十) I 87ム

C. Sasakii -(-)一(ー) I ー(ー) I -(ー) 87ム

Notes : ……My・celial grcwth is not p-resent , (前糸発育せず〕

十……Mycelial growth p -cesent, ([筒糸位そかに発育す〉

(-)… lncculum is killed, (イノキユラムチu減す〉

(+)… lnoculum is viable, (イノキユラム生存す〉

87ム…Mycelial colony >87mm (閣議直径ち7 mm 以上〉

1. カラマツ苗に対する病原性

A. 土壌接種

f妾

塁監二五 (照不rJ 27 年) (1952 年〕

種 試 験

(1)実験方法 著者ら(伊燦. *Il谷 lS51--b) がさきに使FlJ して好結決を収めた;;}-:箱(スギ4分絞，

大きさ 17x17x 9cm , ).長に直径1. 2cmのおI!k孔を 4 佃有す)に 3 分|三l 飾を通した林業試験場構内首~m土

援 (pH 5.8) をつめ， 12Cì o C, 1 時間蒸気殺菌を行った。 4 月 30 印むあらかじめ，馬鈴薯寒天扇平i者

養基に培養しておいた各菌の菌叢を 2cm2の大きさに細片とし，箱 11回についてPetri 皿 3 個分ずつ土壌

国に並べ9 このとに殺菌土壌を 5mm の厚さに覆土し，さらにその上に 8CO 倍ウス 70ノレ νで消毒後水洗

したカラマツ種子(長野生林局日国蛍林署管内産〉を箱 anにつき 500 粒ずつ播種し， 4mm の厚さに

覆土し駿く枕庄して撒水した。これらの木'fí;jを実験固場に運び，箱の上端を少しく残して地中に埋め，な

お，日覆をかけ，土底、が乾燥しすぎる場合には時々揚水し、た。木箱は各国とも 6 í同ずつを使用し，対照区に

は閣議の全くない馬鈴薯寒天を使用したほかは同ーの取り扱いをした。

(2) ~実験結果 5 月 10 J=I には地と発芽が認めーられ，同月 26 !=]ごろから倒伏君!1立枯病 σJormal 
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damping-off)が発生し，また 6 月 12 日ごろから言腐型立枯病 (Top killing) の被管が認められた。調査

Table 10. カラマツ芭に対する主主僑試験(昭和 27 年〉

Inoculati口n experiment with the fungi to larch seedlings (1952). 

|um  ercflTotal l Damage 
Box No_1 ~:，'::~山| | 秒 官ー 本数

I seeds sowed I em己rgence 一一一一 一一--， -------------, 
Nonnal Top I Other 

p写|鮒粒数 17pdZT51JiIれリ 1??{111A
1 500 124 0 0 43 

2 500 132 0 0 68 

3 日00 107 0 0 20 

4 500 170 0 0 2 

5 I 500 143 0 0 55 

6 500 156 i 0 O 37 

1 500 149 5 51 12 

2 I 5仁o 129 2 55 9 

3 500 160 4 の 5

415COlIF7|9iF814  

5 500 167 7 ラ l

6 5CO 123 9 49 3 

1 5∞ 1 之o 36 70 9 

2 5CO lC8 14 79 6 

3 500 109 8 63 10 

1 5CO 115 20 70 12 

500 58 25 42 27 

61500  134 I 34 50 l40  

1 500 42 28 

2 500 +1 2., 
3 500 112 38 

4 500 79 38 

5 500 63 33 

6 5∞ <;6 56 

l l l 5C084JM  2 500 '79 16 

3 500 124 23 

1 500 135 22 

5 5∞ 64 32 

6 500 117 47 

1 500 150 5 

2 500 128 6 

3 500 161 2 

,1 500 101 5 

151FCO|55  

6 500 119 3 

6 月 5 円，同 12 !l，同 14 日，同 27 日夕 7 月 1 円および同 12 !ヨの 8 凹仔は 5 月 26 同同 31 Fl, 
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ぃ，被告首の本数をJ.tえ，そのつどこれらを除去し.なオ;，被告の原閃がUJJ らかでないものについては病

原閣の分!断言ピ行ってf，~[ヵ、めた。

7 月 12 Flまでの被告商の累計を示せば Table 10 のとおりである。

Table 10 に示した首腐型被告 (Top ldlling) について，分散分析により病原性の依崎を被害首数から

検定すると， 1%の危険率をもって各商問に有Z主主が認められる。また任73の 2m日日の病原性の大小を検

TabJe 11. カラマヲ fiIに対する主完結誌験(昭和 28 )年

InocuJation experiment with the fungi 

to Jarch seedlings (1953) 

5とした結果は，カラマツ首くも

の巣病菌 Rhizoclonia-H と

Rhizocfonia-Y との間には差は

Fungus 

凶名

Box No.1 Number I Tota! I Num~er of なく，これら両者はともにカラ
I of seeds I emergence I seedlings ~_ -, 

接民7:i'i I _ ~O\:，ed ___ I 池上発芽 damped off マツ首立枯病菌との問(危険率
怒号 l 播純粒数 I {W\ 体数|陪病本数

1 5CO 117 1 ラ

2 5CO 57 30 

3 5CO 97 25 

4 5CO 106 22 は，立枯病菌および茨国トゲナ
5 500 <;:ラ 2ヲ
61500  60 27 ジニセアカシアくもの湖町と

一一一一一一一ーー の [iJjに有志のを(それぞれ危険
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500 

5CO 

R. solani 

ラ00 8-1 39 

2 日CO 132 26 

3 500 95 16 
C. vagum 

4 500 119 25 

5 500 92 12 

6 ラ00 12ラ 8 

5CO 105 3 

2 500 98 4 

3 500 101 11 
C Sasakii 

4 ラ00 1G8 

5 500 97 8 

6 500 117 2 
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0.1 %)およびイネ紋枯病í![f と

の fi \J (危険率 1 %)に有立差が

初められたが，実['\トゲナシニ

セアカシアくもの烈病菌との間

には去がなかった。なお，立松

川市J と7j_国トゲナシニセアカシ

アくもの巣病問との間にも危険

率 1%で芋í:芭:差が認められた。

つぎに倒伏剤散十11 (Norma! 

cbmping-off)については，カ

ラマツ苗くもの巣病菌 Rhizoc-

0

1

9

8

8

o

 

d
-
-
A
1
a

勺
4
n
J
ι
n
L

tonia~ Y は， Rhizocfonia-H お

よびイネ紋枯病留との間に有主主

主(それぞれ危険率 1%) が認

められ， また Rhizoctonia _ H 

率 0.1%) があった。なお，立

枯病菌とイネ紋枯病苦言左の問，

および茨国トゲナジニセアカジ

アくもの巣病閣と紋枯病1iBî との

問にも有意差(危険率 0.1 %) 

が認められた。

実験一 2(昭和28年)(1953年〉

(1)実験方法 実験-1



カラマツ荷のくもの染病前(イJfJ索・者!!谷・近1月三〉 - 53 ー

と 1，司ーのプ1j1Jミによったが，銭Hl:および摘附は 5 月 8 [1 とした。

(2) 実験結栄 ;川貞け、 5 JJ281"l，阿部Fl， fì 月 1 !1 , 1寸 3 日‘同 811 および同 12 !1の 611 1jとし.

主として倒伏別被竺{について各首の病原性をしらベた。 6 JJ 12 !'1までの累計被告本数をあけごれば Table

11 ・のとおりである。

Table 11 に示した結果から，分散分析によって病原性の犬小を検定すると， îitl倹率 1%で各首間に干f

訟の7JJ:が認められる。つぎに任意の 2商問の病原性の強弱を被告本数によって検定した市古来は，カラマヅ

首くもの巣病菌，同立枯病îà'f，および英国トグナシニセアカシアくもの巣病菌はともに‘イネ紋柿病前と

の間に 1%の危険率で有志:差が認められるが， 1自の各lfJ相互間では差がなかった。

B. 地上部に対する接種

(1) 笑験ブ'jì生 前l'I木鉢(直径 5 寸〉に首畑土嬰を入れ， 12C oC, 1 時間蒸気殺-I'tiを0・い，ニH11!/J~冷

却するのを待って . ECO {l'f ウ λ プノレンで消毒したカラマツt!fi子(長野自林fiiJ日田蛍~ÿドミ警告、内Eのをj雷同す

(nH不IJ 27 年 4 n 24 R)。発ZJ:後数ドïíにわたり研酸ア ν モニアのißP'~および間引きを行い， 1 鉢当りのï'ii

木の成立本数を 30 本とした。

WAKS~[AN氏液 1) にむを件土台益 2) した各国のîà'j設を殺菌蒸7lW/Kで数 Illjì間際し，これを手l鉢の中でかるく

すりつぶして手L状にし，さらにこれに殺.-i'ti7ti /lYi/kを加えてカラマツ市の地上部に明慈接換した(昭和127

年 10 刀 2 FI)。接種谷町ちによU色'ごノレジャーを 48 時間かぶぜ.ガラス窒にi泣いて観察を行ったの赤l !lmx.

l 土問糸nM.液の{にりに殺rl'J蒸出/Kを明弱したほかは全く同ーの処罰'を施した。

Table 12. カラマヅ Ë{iの池上部に対するt邸主試験

Inocl1lation experiments with the fl1ngi to the needles 

of seedlings by spraying myceFa. 

Resl1lt of inocl1lation 
Fungus 接積試験結烈

ロ1 名 !一一一一一 病 主主 一一一一一一一雨ーr!Ji i"C 
Symptoms and dama伊 |Pathogenicity

l 凶糸は企首上にくもの巣状に韮延し，首の針葉は下葉からiiWi次| … Rhizocfonia-H 1 -"...---~-- . ~ '0-", ~._-. ._  -'-'- • -.- -.....1 叫

i 上にrlÍ]って位され灰赤褐色~灰初f~に変色して柏死す。 I 川

Rhizocfonia-y I Rhたocfonia-H と全く同ーの病徴を呈す。 I 州

R. solani 

C. vagum 

C. Sasakii 

Control 
(対照〉

1'ü糸は集団的に綿花状に首の葉にカ a らまり，菌糸の発育ははな

はだl~ム好であるが，針葉を村死させることはきわめて少ない

凶糸が級戦jにからまりついている郁分の誕の一部が慌かに変色

するだげである。

|刷…i伐ω附ω…zo航ωoc仰C巾ω山一吋叫叩
る程度はこれらよりも少なL、、。，

!筒糸剖lは土首上にところどころ集回的にくもの巣状にからまりつく|
1;力う:、タ その発育程度lは土討{他也に!比ヒベて不i良ミ。針葉で愛変:色し7たこもの lは土幻lほ王

l とんどi認翌認、められないO

l 病変は全く認めら川

ーが

++ 

土

1) 蒸溜水1[，ブドウ熔 1Gg，ベプトシ 5 g. KH2POj 1 g‘ MgS0 1 ・ 7 H20 0.5 g (pH 5.6) 

2) 容量 5üO cc の Erlenmeyer 7 ラ λ ゴに ]5C cc の培養液をいれて摂没培養す。
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(2) 実験結果 技nn後 6 11 (10 )J 2 日 ~I司 811，ガラス室内〉の飢察結ぶを Table 12 に示すo

Table 12 から明ら，ぅ、なように， カラマツ苗くものよl!:病的 Rhizoctonia..H および Rhizocfonia-Y 

はともにカラ"7'/市の針裂に搬しい病!京'iil:を133わし，その病徴は自然に惚められるものと同一である。ま

た，英国トゲナγユセアカシアくもの巣病閣はカラマツに対しても病原'1'1:を示し，やはりくもの巣病症状

を呈するが，病原性は前の 2 菌に比べてやや小であり，カラマツ苗立枯M凶の針葉に対する病原性は，は

なはだ微弱である。さらにまたイネ紋粘病訟Jは，m;糸はカラマヅの針葉を~:i!i うて一見くもの巣病状を呈し

ているように見えるが，しかし，病原作1，はきわめて微弱で、ある (Plate 5)。

カラマヅ首に対する主主続試験結果を綜合すると，地 l二部に対する病原性は・カラ?~首くもの巣病菌が

最も激烈で夕立枯病1![，jおよびイネ紋枯病mî とははなはだ町!著な差が認められ，また，茨国トゲナシニ七アカ

シアくもの巣病閣とは近似であるが，これよりも病原性がWJ~'" 、傾向がある"また倒伏ZþJ被皆についていえ

ば，カラ"7，/苗くもの栄病菌，同立駒内ji!)jおよび英国トゲナシニセアヵ γァくもの巣病問の間には顕著な

訟はI認められなL、が，イネの紋枯病前はカラてツ苗を侵す能力はきわめて小で，したがって・これら主紋

枯病問との間にはカラマツに対する病原'1;1:に大きな差があるとしてよ L 、で ι1.: ，ろう。

2. 陸稲に対する病原性

実験ー1. (昭和 27 年) (1952年〕

(1)実験ブJ法 不和に百四土t']î){，:入7， L， 120 oC 1 P;'[it1蒸気殺菌 f九あらかじめ ECO lì1' ウス 7'ノレ ν

で消毒した陸稲種子をまき(5 n 2 n). もf，:}-'外に置いて間引きおよひ::iLl1l~を行った。開花知市l後にこれを

ガラス室にお入して援制なわーった (9 )J 211)。接種の刀法はァ 80% プノL コ戸ノレおよびむ.1% 昇京液て‘

イネの業開を処理後殺Ü\i;Kで枕il床し・このf7\~)} にあらかじめ馬鈴薯寒天に矧挺しておいた各附の荷主主から

5mm' 大に切りとってこれを葉納部に弘首させ，その上を殺菌!Kを含んだ脱脂綿およびペラフイシ紙で

包んだ。対照として菌糸合全く含まなし、応鈴薯寒天を1k揺させて。全く同校の処理を行った区を設けた。

実験期間中は接種部の脱Ilfí綿に殺菌l.k ポポlìff0 した。なおp 供試陸稲は農林二寸民国光および凱旋の 3 &1, 

組をrlh 、Tこ。

(2) 実験結果 援積してから 1C F1後 (9 月 2 円-， 9 月 12 日〕のか県の概要を Table 13 に示す。

Table 13. 陸稲に対する芸険試験(昭和 27 年〉

Inoculation expe:riments with th巴 fl1ngi to rice plants. 

(Sept. 2~Sept. 12, 19'52) 

7 0 

4(+十〉

T<ﾏce plant 
~.:~稲

Kokk� 
[11 1{; 

Nurnbec' 1 Numhel' 
of plants 1 of plants 
inocl1latec1 1 diseasec1 
持種本数!発的本数

15 0 

11 0 

Gaisen 
凱旋

Number 1 Number 
of plants 1 0:( plaロt5
incculated 1 diseased 
接的本数 l 発病本数

19 4(付〕

11 1(++) 

r'� 名

N�in Nij琦� 
農林二十号

Nmnbe:r 1 Numbel' 
of plaぱs 1 of plants 
inoculatec1 I diseasec1 
接絹本数|発病本数

Fungus 

Rhizoc!onia-H 

Rlzizoc!cnia-Y 

R. solani 

C. 世σgum

C. Sasσkii 

Cont:rol (対照〉

日
U
4
r

つ
ん

q
ノ
山
内
ノ
-

1

1

1

1

1

 

。 -
つ
ん
つ
乙
尺
ノ

1

1

1

 

。 ベ
ノ

η
ι
η
/
山
に
ノ

。

0 

11(州)

7 

0 

IO(十11)

。

0 

12(十村〕

。

Notes : CtH)......Sheath spots are prcc1uced ver-y clistinctl，・〔紋約百Î:目t犬さ回わめ ζ明瞭〉

(朴〉・…-δhe~th spots i]Te p1'Oc1uced. (紋枯症状発生〕
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Table 13 を}よると，各í1-iの病原性には陸稲の{，!，tt11によって差異が認められる。すなわちタカラマツ首

くもの巣病菌 Rhizocfonia-H は凱旋にだけ病原性を示し，またラ Rhizocfonia-Y はiil!:H二一卜セ?と凱旋に病

斑を形成して， {[I，には認められな L 、。しかし，これら ji日菌の陸稲に対する病原性は，イネ紋村病巧に比べ

て微弱で，また2 その病斑はあまり明際な雲紋形のお〈紺症状ではなL、。要国トグナシニセアカシアくもの巣

病弱もカラマツ市立1'iliJlj~l!tïも陸稲各I~t\稜に対して病原性をH，lわさなかった (Plate 6, A, B, C)。

室墜二主 (1 1日手fI 28 年) (lg53 年〉

(1) 実験プIH}ê 突験ー 1 と同ーの方法によったが，陪秘は農林二十号およびl 日光の 2ill訓といま

た播肢は 5 n lS !J. 主主極は 9 月 8 日に行った。

(2) 実験結来 談樋してから 13 日後 (9 月 18 日-[l'f]月 21 日〉の結果を Table 14 にあげる。

Table 14. 陸稲に対する接種試験(昭和 28 年〉

Inocl1lation experiment with the fl1ngi to rice plants 

(Sept. S-Sept. 21, lS53) 

Fungus 

Rice plant 
院稲

N�in Nij琦� Kokk� 
農林二十号

Number of Number oﾎ 
plants plants 

inocl1lated c1iseased 
接縄本数|発病本数

国光
Number of Number Gﾎ 

plants plants 
incculatec1 diseased 
接種本数|発病本数

首名

Rhizoclonﾎa-H 10 

Rhよ初ctonia--Y 10 

R. solani iO 

C. vag;ιm 1O!  
C. Sasal仡 10 

Control (赤J !1(!) 10 一
。
一

件
附

/
t、

f
t、

ハ
U
q

ノ
マ
ー
ハ

U

10 

10 

1 (桁〉

2 (tt+) 

。

6 (付〉

7 (Ht) 
。

2 (+ω10 

2 (Hす) 1 10 

Notes : C Hf)・・・・・・ Sheath spcts are prcc1ucec1 very distinctly. (紋枯症状きわめてIlíj~J;)

〈朴〉・… ..Sheath spots are proclucecl. (紋結症状発生〉

Table 14 から山らかなように，カラマツ苗くもの巣病珪Î Rhizocfonia-H, Rhizocfonﾎa--Y はともに

陸稲 2 品種に[]Jj際な病原性を現わして，イネの紋枯抗菌と等しく紋枯症状を呈せしめたo 9'üt! トゲナシニ

セアカシアくもの栄的1!(jはこの笑験ではじめて陸稲に病原l出を示した1)が，病斑はI下j 3 [Ì;ÎIこ比べてやや不

鮮明であった。なお，カラマヲ商立枯病菌lむ今U'ì も陸秘に対して全く病原性を:1}(わさなかった (Plate 

6, D, E)。

考察および結論

さきに著者ら(イ)f雌・品IJ谷 lS52) は，マメ科樹木のくもの主義病 (vVeb-blight) 病wm'i Corticium 

{;:，代表的な多犯性病原菌として知られている C 叩gum B. et C. (Rhizoctonia solani Küm;) およ

びイネの紋粘病菌〈グ λの大粒白析灼ïâ'D C. Sasakii (SHlRA1) MATRU)!OTり (Syn・的ρoc!l1!l{s Sasak i i 

1) 者おらの前の報告(伊戚. *~谷 lS52) でいますこ本報. nWf匀 27 年に行った実験で、も，木前(]'時
稲に対して全く病原住宅ピ示さなかった。今回はじめて陸稲に対する病原他方:認められたので、あるが.
これは従来の実股がタ技団後 8-10 1'1の知見1;聞で、その荊 Jjj':'!'!，を判定したことが主たる原閃ではな

いかと考えられる。本実験は 13 日後に調査したため病斑の形成がl認められたものと，思われ，イネ

の紋柏JFH!Mにj:ヒベて微弱ではあるが.やはり本mもイネに対 L --C jfriM1t!:をま]，1，わすことが判IJ I_lJ-J したη
この点前~;'f.:Vこ者 Iì J己と訂正を力11えておきたい。
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SII1RAI) と比較研究し，さらに内外多数の文献1) によって検討を加えた結果，これはC. vagum とc.

Sasakii の 1-1'1聞の，t~j 民を有していることをUJJ らかにし，“ここにおいて著者んは C. Sasallii と C 叩'gum

は別極であると L 、う見解にいささ力、疑義をもたざるを得ない" と述べ，マメ科樹木のくもの巣病菌を C.

uα'gum の一系統としておいた。

カラマツ市のくもの巣病菌についてもまたp カラマツ首の立枯病菌(ZíWI'1な Rhizoclonia solani と考

えられるもの)，イネの紋枯病菌および7 メ科樹木のくもの巣病WH:，培設t の諸性質や病原性をlt較した。

培養基とのTh';j設の特徴は各首聞にJu!Ji箸な差は認められず，ただ立枯約ï:U R. solani の発育が1!l\ì，こ ltベ

て不良なのが IJ につくだけーである。1à'~設から発する臭気はイネの紋枯病菌と 11f1.の閣とではいちじるしく具

なることはすでに述べたところである(伊藤・古It谷I. c.)。カラマヅの〈もの巣病菌は 2 菌株とも不快な

徽兵を発し，紋J右病1í';jのキノコのような芳香とははなはだしく才fl逃する 1 まずこ， ïï-j糸の発育と 11t皮との凶

係は，マメ科樹木のくもの巣病目的および立精病留とその傾向を等しくいイネの紋枯病菌の少しく高温度

にずれる生長位制とはやや差が認められる。これらのiìli他民からみると，カラマツのくもの巣病前はイネ

の紋約病的よりはC. vagum (R. solani) とされる闘に近L 、。

各]Ï-j聞の菌糸商II合の有無をみると ， j.産地を主主にするカラマツ苛のくもの栄病菌 2 ]Ïj株間に融合が認めら

れるばかりでなく，これらはまたタマメ科樹木のくもの栄病菌およびイネの紋枯病閣とも融合するに民し.

立枯病問とは全く融合しなし、。この j!I~~' カラマツのくものm病問はマメ J斗悩木のくもの巣病的およびイネ

の紋枯病閣と近縁のもので，立枯病取とは類縁関係がやや速いものと考えられる。

カラマツ荷に対する主主経戸、験結W:からみると，官iの地 l二都に対する荊似性はタカラマツwのくもの栄Jf可

闘が;肢も激烈で，これに反して立1剖内閣およびイネの紋枯州首はきわめて1;設立]で、あり，またマメ科樹木の

くもの巣病菌とは近似でおるが，これよりも皆、L 、。特にくもの栄病症状をおこす程度は.イネの紋始病菌

および立1i~!丙ïï-jは比較にならないほど微弱である。また，倒伏z[D被告についていえば，カラマツ苗のくもの

栄病菌，同立枯病問およびマメ科樹木のくもの巣病問の|市にはMJ'j著な差は認められなL 、が，イネの紋枯病

菌による被害程度は，きわめて小で‘ある。すなわちタカラマッ W.íに対する !I石原性からみれば.イネの紋枯

病菌は11f1.のすべての前とはなはだしく長なる。

カラマツのくもの栄病留の陸稲に対する病原性をみると， !Y l らかに紋枯症状を呈して，イネの紋枯病問

と同様の病徴をもたらすが，その税反はやや微弱である。これに反して，立梢病菌は陸稲に対して全く病

原性を示さなかった。

以上の事がらから.カラマヅのくもの栄病一向は君1' 1' 1句な Rhizocfonia solani (c.仰gllm) とイネの紋枯

病菌C. Sasakii の性民主どもち， 1局者の中間的な留で，マメ科樹木のくもの栄病菌ときわめて近縁なもの

と考えられ， ここでもまた C. vagum と C. Sasakii ~別胞とするわが1I1の諸学者〔必本 lS'34, ~下回

・河村 1~39，その他〉の意見に主主意を表しかねる結論に達した。著者らに近い見解を発表しているもの

に絵浦ら(松浦・高清 1953-a ， 1953-めがある。

最近， EXNER (1953) は， C. vagurn, C. Sasakii, C. microsclerotia (MA'TZ_) WEBER などを比較研

究し，これらをすべて同一の菌 Pellicularia filαmentosa (PA'T.) Ro日目I泊 2) (Syn. Corticium vagum 

B. et C.) とし， Rhizoctonia solani (c. vagum) を P. filamentosa (P AT.) Rc日ERR forma specialis 

1) 伊藤一雄. *11谷修治(1S52) の文献表を参照。

2) Ro日 ERR (1!?43) の提唱による。
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Sυlani (KﾜIlN) stat. nov., また C. Sαsakii を P. filamentosa (P AT.) !{(川 1公判 f. Sp. Sαsalûi 

(SlIIRAI) stat. nov. としており，なお.ダイズの菌について研究した A1'KIN~ & DgWI~ (1954) がこれ

に従っていることを知った。

これまでらいわゆる Rhizoctollia sol，仰i とよばれるものには，培益上の特徴あるいは病原性を具に

する釆統 (strain)，または生態槌 (race) の存在することはよく知られているところである。そして絵本

(1921), SA品釧)1川叩n叩u凹J川E町L & GARRl川4何'1'1' (1g32), RI陀Cl!1'叩T

技のI前2訪j系はその5分到J打!雌i説紘]f巨ゆ蹴幼訓訓;l! と i問司一種の槌物にj桑対b吋I してはI却且1れL 、病原'1'1性?当企1:を示 r刀か詣， f世他l山hのF稀毛に対しては一般に病原官明性1:が{倣

り弱司な傾ド向"Jリωカが:認められるとし，また BOOSALIS (195のはこの関係会是認していない。著者ら(伊藤・古11谷

1951ーめが，多数の関税について，古ラマツ稚苗に接積試験を行L 、，その立枯病(地中腐敗型および倒

伏zrD についてだけの実駄によればァ各菌~J，、の特定の脳随に対する病原性の大小は分i急減~i子主の積立lによ

って選択'1~1:のある事実は認められなL 、刀、病原性に差のあることは凶らかであるとした Forma sp邑cia

lis (分化塑〉ということが，錆W{の場合ほど厳斡な意味のも~\，、かたでないとすれば， EXNER (1. c.) のみ

かたは一応妥当なものと考えられ，イネの紋柏病llii c. Sasakii を独立種ーとせずに， C. vagu l1l の時一に含

ませた点には著者らも主主窓を表する。しかしタカラマツのくもの巣抗菌(マメ科樹木のくもの巣病1\'，ïも同

じ〉の生理的性質や病原性をこれらと比鮫してみると， j，q者の'Ifl質の一部を兼ねそなえており，また，キl1反

する点もあってし、ずれとも明肢には所属を決定することができなし、。 EXNER (1. c.) のいう f. sp. solani 

と f. sp. Sasakii を l， l~端と恕主主して著者ーらのくもの巣病菌をみると，生理的諸性質は f. sp. sωolωαIII に

より近く心タ 閣糸融合の点均か、らす才れlf工 f土. s叩p. Sr.ιωtωsakiμよ により近縁と認められ， また1病仕丙耐J引!限{反庶刷玄変刻i性|

兼ねそなえていることになる。ミ著若者らは. EXN ER (1. c.) のように明院な結論にはまだ述していないが，

イネの紋枯病菌も C. vagum に含め， これを立枯病型 (damping-off type), くもの巣病理! (webｭ

blight type) および紋粘病引 (sheath-spat type) としたらどうかと考えている。

つぎに，各国国糸の発育と殺菌剤携度との関係をみると，ボノレドウ合~Jを 0.025-0.1 %合む培長現に

もよく発育し，これを含ま/川、ものとをが認められないのに反し，有機水銀剤〈ウスプノレン)では C.C1%

で各凶とも全く生育することができなL 、。さきに著者ら (1g51-b) (おウスプノレシ水溶液に浸漬する万

法によって， Rhizoc!onia の数菌系についてその耐皮(薬剤に対する釦抗力〉を比較し，各国系によって

若干の主が認められ，これは病原性の強弱と無関係であると述べた。今l[~lの実験方法は異なるが， 0.005 

9&のウスプノレシを含有する培長ns_l.，では各菌防jに多少のf'2が認められた。すなわち，立枯病菌およびイネ

のあ〔枯病菌は全く生育せず，菌糸は致死されるのに対して，他の留は僅少ながら発育が認められた。 L 、ず

れにしてもウスフ・ノレシの各閣に対する殺菌効栄はきわめて顕著なものがあり，これに比べれば，ボノレドウ

合剤のそれははるかに微弱で，カラマツ苗のくもの巣病防除に有拶水銀剤が著効を示すものではなし、かと

考えられる。

摘 要

本報交は昭和126 年にはじめて著者らによって北海道で発見され，その後山梨県，岩手県，宮あty~， 福

島県，山形県，;f:k田県などにその分布が確認されてL 、るカラマツ苗のくもの巣病に関する研究結果を述べ

たもので，実験の重点は病原菌の諸性質を明らかにすることにおかれてL 、る。

(1) 本病は 7 月下旬ごろから発生し. s 月ごろに最も顕著になる。地面に近L 、針葉から上方に向って



- 58- 林業試験場fîJf究報告出 79 サ

!rJ4;~íはj住民し， îì弘町、持1\にはÎf月以前のi10i糸がくもの染状に均らまるω1)]('.10，'はWI -lj(r句にヨ古川し・当年生前では

このため枯死することも守町亙に認められる。

(2) 本病の病原11iは Rlzizoctuniα (Cortici・ltm) 鼠に紋属するものであるが，これを型的な倒伏君~立

相病をおこす Rizizocloni，σ 菌， さきに著者らによって報告されたマメ科樹木却のくもの巣病菌およびイ

ネの紋柿病聞と比較した。その結果，生理的性質においては本病的は立~ilî病凶と紋柿病闘の中間的な性質

を有して，マメ科樹木のくものよl~îrj4閣ときわめて近< ，またタカラマヅ rWのJ'[ll上部に対する病原性は本病

lliiおよびマメ科樹木のくもの栄病1li，iはともに型的なくもの巣病症状 (web.blight symptoms) を呈する

に民し，立制病関と紋枯病閣はこのような病状をほとんどもたらさなかったわ

つぎにカラマヲ l百に対する倒伏Iíリ被告についていえば，本国，マメ科樹木のぺもの巣病Î1L-Îおよび:îJJ 11i病

jj'{の聞には病原性に顕著な去は認められなL 、が，紋柿病留のそれはきわめて微弱であった。

(3) ;，j;:"ia\Tの陸稲に対する病原性をみると l珂らカに紋~:l~症状を呈して，イネの紋柿病菌と同様の病徴を

もたらすが，その程度はやや微弱である。これに反して，立悩病留は陸稲に対して病原性を示さなかった。

(4) 従来わが国の諸学者は，イネの紋柏病習は立紡j内菌 Corticillm vagum B. et C. (=Rhizoctonia 

solani KÜllN)とは別路であるといこれに C. Sasakii (SlllRA1) MAT~U~IO'l'() (Syn. !ちJρ'jJoclznus Sasakii 

SllmAI) をあててきた。 しカかゐし， ミ若主

1あb るが，本研究によって著者らの考えの出りでないことが一回出版になった。

ミ~f:7. í' らは立ねj内Îæf，くもの以前回および紋制約国をL づミ).L も fi -iJー炉n~ して 11;( i) 扱 1，'， Corticiunl vaglllll 

B. et C. (Syn. Pellicltlaria filamenlosa (ドA'l'.) I~OIl1è 1Uのをあ -c，これらもf そのもたらすHjJt款に主点を

おいて，立布!?病別 (damping-off type) , くもの栄JjJjL~! (we�-blight type) および紋他病理! (sheath 

--spot type) とIh分しておきたいと，思う。

(5) 本留は有機水銀河jに対する抵抗ははなはだ弱く， 0.01 %のウスプノレシを合む府主主基 kでは全く

坐育することができず間もなく致死する。しかし，銅剤に対する抵抗 }jは比絞的大でタボルドウ合剤を

0.1% 合む問主主基上でもよく発育し，これを合まないものとの聞に差は認められなし、。このことカ h ら，本

j[fjの防除には銅剣よりも有機lk i?J明1Jが効民的だと 2替えられる。
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図版説明

(Explanation of plates) 

Plate 1. 

A , One-year-old Lω'ix-seedlings afiected by the web-blight. Chikafumi, Hokkaid�. (く

もの巣病l'こ躍ったカラマツ摘M'i品北海道近文白土lü

B , Ditto. Yamanashi Pref. (同主，山梨県産) Photo. hy Mr. Y. H円~AKA.

C , La打ix-seedling covered with heavy mass 0-mycelia of the web-blight fungus. (病原菌

の菌糸がはなはだしく多量に附請した首) Photo. by Mr. Y. HOSAKA. 

D , Mycelia of the web-blight fungus on th巴 diseasBc1 seedling. (J思部拡大) x3.5 

Plate 2. 

MyceliaI ColO'lies of the fl1ngi on variOl1s al6ar ""mec1ia. (各関士吉養J見上の閣議の特徴〕

A, Potato agar (m鈴碧寒天); B , W AKS,!AN'S soll1tion agar (WAKSMAN 氏寒天); C, 50y 

a ar (醤油寒天); D , CZAI ・Im's soIution agar (Czapek 氏寒天); E , Potato a日ar in Petri 

dishes, after 10 c1ays at 25 oCι馬鈴薯寒天J 25 0 C, 10 日後〉

a , Web-bIight ﾍungus of Larix see c1 lings, Hokkaid白 (Rhizoctonia-H). (カラマツくもの栄病

首，北海道産〉

b , Web-bIight fun日us of Larix s巴edIings， Yamanashi (Rhizoctonia"-Y). (カラマツくものな:

病菌，山梨県産〉

c, TypicaI damping-off fungus of Larix seedIi n日s (Rhizoctonia solαni). (カラマツ市立柿

病菌〉

d , Web-blight fLtngUS of Robinia ps~udoacaci(l var. umbrac琩fera (Cυrticium vα'gum). (噴

国トゲすシユセアカシアくもの巣病菌〉

e , 5h己ath-spot fun日us of rice pIants (c. Sasakii). (イネ紋他病菌〕

Plate 3. 

MyceIiaI colonies of the fungi on potato ag r at various temperatures after 48 hlJlirs. (前議

の発育と i温度主の関係， I5鈴袈:15天， 48 時間後〉

a , Rhizoctonia H (カラマツ〈もの巣病菌，北海道院); b, Rhizoctonia-Y (カラマツ〈もの巣病

菌9 山梨県.産); c, N. solani (カラマツ苗の立的1丙J!6D; cl, Corticium vα:gum (トグナジニセア

カシアのくもの巣病菌); e, C. Sasakii (イネの紋枯病菌〉

Plate 4. 

孔1ycelial colonies of the fungi 011 C7. AP日 ]{'s soIution agar at various temperatu.-es, after 48 

hours. (珪îl:Î告の発育と温度との関係， Czapek 氏匁天. 48 時間後〉

a , Rhizoc!onia-H; b, Rhizoclonùz ωY ; c, R. solani; cl, Corticiurn 仰'gUn1

e , C. Sαsakii 

Plate 5. 

Resuits of th巴 inoc川ation expc:riments with the ﾍungi to one 町year-old Lariλ-seecUings. (カ
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ラマヅ播霞首に対する談積試験結呆〉

A , Rhizoctonia-H (カラマタくもの巣病菌，北海道産〉

B , Rhizoctonta-Y (カラマツくもの巣病菌，山梨県産〉

C , R. solani (カラ"ÿ，/首立枯病菌〉

D, Corticiurn vagum (トグナ手/ユセアカシアくもの巣病菌〉

E , C Sasak劦 (イネ紋枯病菌〉

F , Control (無接種，比較用〉

Plllte 6. 

Results of the inoculation experiments with the fungi to rice plants. 

A-C, in 1952. (昭和 27 年実施); D-F, in 1953. (昭和 28 年実施〉

A, D, N�in Nij彅� (農林二十号); B, F , Kokk� (国光); C, Gaisen (凱旋〉

- 61 ー

0, Control (無接極，比較問); 1, Rhizoctonia-H (カラマツくもの巣病菌，北海道産);

2, Rhizoctonia-Y (同上，山梨県産); 3, R. solani (カラマツ苗立枯病菌); 4, Corticium 

vagum (トグナシヱセアカシアくもの巣病菌); 5, C. Sasakii (イネ紋枯病菌〉
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Kazuo lTô, Shiﾎji KONTANI and Hic1eaki KOND� : Web-blight 

fungl1s of ]apanese 1arch seec11ings. 

R白umé

111 August, 1951, the senior allthol" o'~served at first a sfrious di己εase d ]apanese 

1arch (Larix Kaempjeyz' SAl{G.) seedlings occurring in many 11l1rSery beds in 

Hokkaid�. A1l 01' parts of the a1:Jove-g1'ol1nd portiolls of the seed1ings we1'e 

aHackec1 by a Rル，'zociunia， showillg a web-b1ight aspect. One-ye3r-old seec11ings 

affectec1 by the disease heavily we1'e at 1as1: c!eac1 in grollps (Plate 1). The same 

disease bas been fonnc1 very often in Yammwshi Frefectllre and in the Ti�okn 

district Ly the authors. :::eeil1g from the wic1e geographic distribution :1l~c1 serious 

dam<1 ge, the weJ:;c..b1ight nmst be treatec1 as one of the most important diseases of 

]apanese 1arcb. 

The present paper c1ea1s w hh the physio1ogical anc1 parasitolcgical clwracters 

of the web圃b1ight fnngns of the lai'ch seec1ling comp,tring with e日ch of tb.e fo1lowil'g 

fUllgi : Rhizocfonia causing typica1 c1aD~pÍl~g・off of larch seed1ings, Corficium 

causi目g the web-bligbt of 1egllminous woody planls, <1 nι1 Corticium isolated from 

t.he sbeatb-spot of rice p1anl s ('I、able 1). 

1n the macroscopic appearances in the myce1ial co10ny on Llgar media there 

were no remarkab1e differences Llmo:r;g the fllngi stlldied, while ihe web-blight fungl 

and typica1 damping-off fungus gave rno1d-like smell, contrasting ¥Vitb mus.r, room-

1ike smell of the sheath-spot fl1ngus (Plate 2) ・

The two iso1ates of web-b1ight funglls of the 1arch se巴cllings ， the web-blighl 

fungus of the b1ack 10c11st (Robinia 1うseudoacacia var. umbraculrfera) ancl Rhizocｭ

卲nia iso1ated from dampec1-off seecllings appeared to have approximate1y the same 

tendency in growtb rate at the temperatures 5~35 oC., 11m1 lhey were farovab1e at 

25~28 oC., but very feeble at 35 oC. Whereas, the sbeath・spot funglls showec1 

gooc1 growth at 35 0C., with an optiml1l'1 at the higher temperatures from 25~300C. 

1n temperature relation to 1he mycelia1 growtb , the welJ-blig1:l1 furgi were not 

similar to the sheath-spot funglls , but ralher to damping-off Rhizoctoniu (Tables 3~4， 

Plates 3-4)・

Hypha1 flls卲n test proposec1 by MATSUMOTO (1934) to know the re1atioDship 

between Rhizocionz.a anc1 alliecl species was examined by 1he anthors. Fusion too1王

p1ace between any web-b1ight fur可 gi <1nd the sheath-spot f l1l1 g11S, b111" 110t between 
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each of these fungi and damping司off Rhizocionia (Table 7) ・

By artificial inoculation, the parasitism of the fungi to larch seed1ings ancl rice 

p1ants was tested. The web-bligbt fungus from the larch, as we11 as the fungus 

fro口1 Robinz"a iree attack巴d severely the above-ground portions of the s巴edlings and 

causec1 the web-blight symptoms, while the c1amping-off Rhizoctonia anc1 the sheathｭ

spot fungus showecl almost no web-blight damage (Table 12, Plate 5). There were 

no remarkable clifferences in the pathogenici1 y to the unc1er-grouncl parts of the 

larch seedlings (normal clamping-off) among a11 the fungi tested，巴xceping the 

shea1h-spot fungus wbich was very w巴ak in virulence (Tables 10~ 11) ・

The web-blight fungus of the larch and the sheath-spot fungus from tbe rice 

plant attad;ed rice plants heavily and caus己d the distinct sheath-spot symptoms, 

but the result of the inoculation experiments with tbe damping蜘off Rhizoctonia 

was negative. Pathogenicity of the web-blight fungi to rice plants was weaker 

tbo.n that of the sbeath-spot fungus ( l'ables 12~ 13, Plate 6). 
Frorn the a'~ove-men1ionec1 facls it may be said that the web-blight fungus of 

tbe larch seec11illgs has characters of b01 h of the sneath-spot fU l1gus, which was 

namec1 by Japanese plant pathologislS as Corticium Sasakii・ (~hirai ) MATSUMOTO 

(Syn. めρochnus Sasak# SHIRAI) anc1 the damping-off Rhizoctoniα (R. solani 

KﾜHN=Cortz穹m vagum B. et C.) in many resp巴cts. As reported in the previous 

paper (IT� and KONT.ANI 1952) , the authors bave il1any questions in tbe oplnion 

proposECl by Japanese plant pathologists (MATSUMOTO 1934, NAKATA and KAWAMURA 

1934, etc.) tbat Corticium Sasakzi is a quite different species frol11 C. vagum. On 

this subjec t-, EXNER (1953) has r巴cently published his opinion being very similar 

io t.he authors' consideration. 

The authors reach the conclusion tbat tbe web-blight fungi , c1amping-off 

RhizoGtonia and tbe sbeatb-spoi fungus may be equaUy treai巴c1 as a single species, 

Corticium vagum B. et C. CPelhcularia filamentosa (PAT.) ROGERS (1943)J anc1 t.hat 

C. vagum is c1ividec1 into at least tbree groups according to symptoms inc1ucec1 as 

fo11ows: web-bligbt ly pe, c1amping-off type anc1 s.heath-spot type. 

LAB内RATORY (ll' FOREHT PA'I'HOL{J( IY, 

GOVERN)II叩T FOlU情'1' EXPERIME'l' S'I'A'l'lON, 

MEIlURO, TOKYO, JAl'AN. 
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